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新技術特集

1. 世界経済とエネルギー・環境問題

アメリカのサブプライムローン問題に端を発し

た世界的な金融不況の嵐が日本にも襲来し，雇用

問題を含めた経済対策が大きな課題となっている。

20世紀末から顕著になってきている「地球温暖化

の問題」・「資源・エネルギーの問題」・「食料・水

問題」にリンクするように発生したこの世界金融

不況は，我々人類に一つの警鐘を鳴らしてくれて

いるのではないだろうか。不況だと言って後ろ向

きに考えるのではなく，神が人類に与えてくれた

試練だと認識し，前向きな考え方にベクトルを向

けるべきである。

「地球温暖化の問題」や「資源・エネルギーの

問題」，「食料・水問題」の根本原因は，「有限の

地球で無限の成長」を目指したことによるもので

ある
(1)。

人類の人口爆発(2)
は2回あったと言われている。

1回目は約12,000年前の農耕革命である。狩猟採集

社会から農耕定住生活へ移行することにより食料

の増産と備蓄が可能となり，西暦元年時の人口は

約2億人に増加している。2回目はワットが1769年

に蒸気機関を発明した産業革命に端を発する。動

力源として化石燃料の利用が始まり，肥料・農薬な

どの開発とリンクして食料の増産が可能となり，急

激な人口増加と経済成長を遂げてきた。その結果，

世界人口は2008年時点で約67億人に，更に2050年

には90億人以上に達すると予想されている。

人口の増加とそれに伴う経済成長により，一次

エネルギーの供給量（88％が化石燃料）は1965年

からの40年間で2.7倍に増加しており，今後20年間

で約1.5倍以上に増加すると予想されている(3)(4)。但

し，化石燃料の生産ピークは概略2030年と言われ

ており
(5)，矛盾した見通しとなっている。また，世

界の穀物生産(6)は約20億t/年であり，消費が生産を

上回る状態が続いている。世界の穀物の期末在庫

率（期末在庫量を年間消費量で割った値）は15.6％

となり，2000年の30％台から急落してきている。

今回の世界金融不況で，経済成長や温室効果ガ

ス排出量，食料消費量は一時的には減速方向に推

移するだろうが，今が将来に向かって真の解決策

を打たなければならないときだと考える。

2. 物事の見方を変える

エコロジカル・フットプリント（人間活動が環

境に与える負荷を支えるために必要な面積）は

1980年代の後半に地球1個分を超え，現在は約1.4

個分の負荷を地球に与えている(1)
。このような状況

の中で「21世紀の目指すべき姿」とは何か？

「物事の見方を変える」ことが必要である。ヨー

ロッパの「バックキャスト」の考え方，つまり

「将来のあるべき姿を想定し，それに基づいて，い

ま何をしたらよいのかを判断する」ことが要求さ

れる
(7)。20世紀は目先の利益・成長を追いかけ，

「地球は無限」と思い込み「大量生産・大量消費・

大量廃棄」を繰り返してきた。21世紀は「地球は

有限」という基本に立ち返り，q「資源・エネル

ギーの成長を抑制」し，w「再生可能エネルギー

を中心とした新しいエネルギー体系」を構築しな

ければならない
(1)(7)。
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3. 当社の果たすべき役割

省エネルギーを実現するための重要なコンポー

ネントであるインバータやPMモータの利用は産

業用途から始まり，今では当たり前の技術として

家電製品や自動車まで広く適用されている。これ

までは，インバータから見ると安定した電源系統

が存在することを前提としていた。例えば，エレ

ベータが上昇・下降するときの駆動エネルギーは

電源から供給し，回生エネルギーは電源に戻して

いた。つまり，安定な電源ありきの考え方であっ

た。

しかし，これからの省エネルギー技術は，更に

一歩進んで，キャパシタや電池を利用して駆動・

回生エネルギーを有効利用する時代になって行く

だろう。これらの蓄電技術をうまく活用すれば，

電源の負荷を軽減（ピークカット）できたり，回

生エネルギーを再利用できるなど，限りある資源

をより有効に使うことができる。製品の価値は，

性能重視から製品生涯を含めたトータルのエネル

ギー効率重視の考え方に変わっていくであろう。

当社は，エネルギー供給側の技術・製品として，

太陽光発電用電力変換装置や風力発電用PM発電

機，電気二重層キャパシタ・NaS電池を適用した

系統安定化装置などの製品を有し，また，エネル

ギー消費側についてもモータやインバータ，EV用

電気品，電気二重層キャパシタ応用製品などを有

している。両方の分野に対応できる技術力を生か

して「エネルギー・環境問題」を解決する技術・

製品を供給していくことが当社の果たすべき役割

である。

4. あ　と　が　き

混迷を深める世界経済の中で，ブレない座標軸

を持ち，長期的な視野(8)(9)に立った研究・開発を進

めることにより，「エネルギー・環境問題を解決で

きる企業を目指す」ことが21世紀の当社のビジョ

ンであろう。

苦しいときほど，目先の利益を優先することに

なりがちだが，将来への種まきを忘れてはいけな

い。次世代以降の人達が刈り取ることができる将

来技術の種まきをこの苦しいときにやることが，

研究・開発に従事しているわれわれの使命である。
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